
 

平成 31 年度事業計画書 

 

公益財団法人熊本市美術文化振興財団 

 

【財団の目的】 

美術をはじめとした文化芸術に関する調査研究、教育普及、展覧会事業等を基礎とし、美術

館等の活発な管理運営を推進することを通じて、教育や福祉の充実、産業の活性化、地域の

再生など様々な分野において、文化芸術の持つ創造性を活用し、心豊かな市民生活を実現す

るとともに都市の活力と魅力を高める、熊本市のまちづくりに寄与することを目的とする。 

 

 

【財団の目的を達成するための事業】 

（１）美術館等における文化芸術の調査研究等事業 

（２）美術館等における文化芸術活動の支援及び教育普及等事業 

（３）美術館等における展覧会事業その他の文化芸術の振興事業 

（４）前１号から３号の事業を行うための美術館等の管理運営 

（５）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

 

＝ 熊本市からの受託事業  熊本市現代美術館の指定管理業務 ＝ 

 

2019 年 4 月 1 日−2023 年 3 月 31 日（5 年間）：非公募 

 

【熊本市現代美術館の設置目的】 

市民が美術文化を享受するとともに、美術に関する知識及び教養の向上を図り、市民文化の

発展に寄与すること 

【熊本市現代美術館の管理にあたっての基本理念】 

 美術館の設置目的と熊本市文化芸術振興指針に基づき、管理にあたる。 

 熊本市と指定管理者は、熊本市の文化施策の目指すものを共有し、指定管理者がその補完 

 を行うことができるよう、連携・協力をする。 

 

 

【基本理念に基づき、財団がめざす、熊本市現代美術館の方向性】 

１．アートの力を見せる 

２．アートへの愛情を育てる 

３．アートで人をつなぐ 

４．アートで地域に密着する 

 



 

【美術館の管理に関する基本的業務】 

（1）来館者が快適に過ごせるサービスの実施及びサービス向上のための工夫〔共通〕 

  ① 基本的サービス 

   ・利用者の平等な利用の確保 

  ② 来館者へのサービス向上及び館内ホスピタリティの充実 

  ③ 安定した施設管理能力の確保 

   ・職員の資質向上（研修等） 

  ④ 市との連絡調整、苦情対応 他 

 

 

１．利用者の平等な利用の確保 

（1）全ての来館者に等しく利用できる環境づくりのための方策 

   ① ホームギャラリーの運営 

    ・ミュージック・ウェーブ（音楽関係：コンサート） 

    ・月曜ロードショー（映画関係） 

・詩や文学の朗読会（文学関係） 

・紙しばい、読みがたり 等 

② キッズサロンの運営 

 ③ アートスカイギャラリーの運営 

   ④ その他の館内運営（来館者サービス等） 

    ・赤ちゃんからお年寄りまで気軽に立ち寄れる施設の充実 

  

２．公の施設の効用を最大限に発揮するためのサービス 

（1）美術館広報及びセールス計画の充実のための取り組み 

   ① パンフレット等作成 

    ・美術館リーフレット、年間スケジュール等の作成及び頒布 

   ② ホームページ作成、管理及び更新 

    ・ITC の活用（HP・Twitter・facebook 等） 

   ③ 幅広い広報手段の活用 

    ・ホームギャラリー・アートスカイギャラリー等における情報提供 

（2）地域振興・活性化に対する取り組みと、地域・学校・その他団体・施設等との連携 

   の方策 

 ① 中心商店街、熊本市各区等との連携 

   ② 教育機関との連携 

    ・「デザインあ」展：崇城大学 芸術学部デザイン学科 プロダクトデザインコース 

     ・きっかけは「彫刻」。展：崇城大学 芸術学部デザイン学科 マンガ表現コース 

   ③ 市内外、県外の文化施設との連携 

（3）サービス向上と利用促進 

   ① 事業内容等に関するアンケートを常設し、月毎に集計、分析を行う。 



 

   ② 各種イベントにおいても、事業内容等に関するアンケートを実施し、次回の 

事業の参考にして、美術館の利用促進を図る。 

 

３．市民の声が反映される管理 

（1）利用者ニーズの把握に対する取り組みとその反映の方策 

   ・館内アンケートを常設し、美術館や事業に対する来館者の意見を分析する。 

   ・電話やメールでの意見・提案・問い合わせ等について、迅速・真摯に対応する。 

（2）美術館の使用許可、取消、停止命令に関する業務〔収益・公 2〕 

   ① アートロフト、会議研修室〔収益〕 

② 美術品特別利用の使用許可に関する業務一般〔公 2〕（2）公表方法 3 

（3）美術館の施設維持管理に関する業務〔共通〕 

   ① 美術館施設維持管理業務 

・設備運転管理業務 

    ・有人警備業務 

    ・清掃業務 

・AV 設備保守点検業務 

・防火対象物点検業務 

・防災管理定期点検業務 

・セキュリティ設備・監視カメラ保守点検業務 

・調光設備保守点検業務 

    ・放送音響設備保守管理業務 

     ・美術情報システム運用保守管理業務 

    ・ホームページ維持管理業務 

    ・図書装備業務 

     ・施設賠償責任保険・ガラス保険業務 

    ・アートロフト手動式昇降ステージ保守点検業務 

    ・アートロフトプロジェクタ設備賃貸借業務 

     ・電話設備賃貸借業務 

     ・AED（自動体外式除細動器）保守点検業務 

   ② 美術館施設修繕等業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

企画事業１ 美術品及び美術に関する資料の収集、保管、展示及び利用に関する業務〔公２〕 

                   ア 事業内容１,２,３,４、ア 公表方法１,２,３、イ 

（1）美術品の収集に関する業務（ア 事業内容１,２） 

    ① 調査及び報告 

  ② 委員会の運営支援 

 （2）美術品等の保管に関する業務 （ア 公表方法２,３ イ） 

 （3）美術品等の展示に関する業務（詳細は【1】−【5】）（ア 公表方法１〔公１（２）ア〕） 

（4）収蔵品の利用に関する業務 （ア 事業内容４ イ） 

    ① 他館への貸出 

    ② 情報公開 

 

 展覧会の企画・開催等に関する業務〔公１〕 

【1】メインギャラリーでの展覧会開催  ア－１、エ 

 

≪目標入場者数：98,800 人≫ 

①  

大竹伸朗 ビル景 1978-2019 

4 月 13 日（土）～6 月 16 日（日） ＜目標入場者数：6,300 人＞ 

本展では、大竹伸朗が 1970 年代から現在までの約 40 年間にわたり、「ビル景」と

いう絵画シリーズを描き続けていることに注目する。 

 「ビル景」とは、現実の風景を描いたものではない。大竹の中に記憶された、香

港、ロンドン、東京といった都市の、湿度や熱、騒音、匂い。それらがランダムにミ

ックスされ、「ビル」という形を伴って描き出される、仮想風景である。 

 本展では、多数の未発表作品から最新作まで約 800 点を調査し、可能な限り展示す

ることで、「ビル景」シリーズの全貌を明らかにする。 

②  

デザインあ展 in KUMAMOTO 

6 月 30 日（日）～9 月 8 日（日） ＜目標入場者数：68,500 人＞ 

NHK E テレ「デザインあ」は、子どもたちの「デザインマインド」を育むことを狙

いとして、2011 年にスタートした。観察、解析・分析、再構築・構造という一連のデ

ザイン的な思考力を、斬新な映像表現を用いて伝えている番組で、この番組コンセプ

トを体験型展示にしたのが本展である。子どもたちのみならず、大人にも、「見るこ

と」「考えること」の豊かさと喜びを体感してもらうことを狙いとする。 

③  

2019 年度国立美術館巡回展 東京国立近代美術館所蔵品展 

きっかけは「彫刻」。−近代から現代まで日本の彫刻と立体造形 

9 月 21 日（土）～11 月 24 日（日） ＜目標入場者数：10,000 人＞ 



 

 国立美術館が所蔵する彫刻約 40 点と、熊本市が所蔵する立体作品を同時に紹介する

展覧会。近代以降に制作された日本の彫刻作品に注目し、「彫刻」という概念が誕生し

た明治期から昭和初期の多様な展開、そして戦後の現代美術からたちあがった立体造

形、さらには近代日本彫刻史を踏まえ発展していった現代彫刻までを、それぞれの時

代を象徴する代表作から通覧する。 

 同時に、安本亀八《相撲生人形》をはじめとした当館所蔵の彫刻・立体作品も紹介

する。 

④  

ドレス・コード？−着る人たちのゲーム 

12 月 8 日（日）～2 月 23 日（日） ＜目標入場者数：10,000 人＞ 

ファッションは、“わたし”と“あなた”が生み出す装いのゲーム(駆け引き)といえ

る。 

 わたしたちは服によって自己表現をしたり、逆に集団に溶け込もうとする。一方

で、わたしたちは人を服装によって判断する。ファッションは「着る」だけでなく

「視る」ものでもあり、そこには駆け引き、あるいはゲームにも似た自己と他者のコ

ミュニケーションが存在する。 

 本展は、ファッションやアートのほか、映画、漫画やアニメなどに描かれたファッ

ションも視野に入れながら、過去から現代における人々の生き方と装いの関係につい

て、考えを深める展覧会。 

⑤ 

第 31 回熊本市民美術展 熊本アートパレード 

3 月 7 日（土）～3 月 22 日（日） ＜目標入場者数：4,000 人＞ 

平成元年に始まり、31 回目を迎える市民のための美術展。 

著名なアーティストによる審査と、すべての作品を展示するアンデパンダン形式が特

徴。 

市内在住、勤務、出身の高校生以上の方なら誰でも無料で出品できる公募展を、市民

の文化の創造と発表の場として実施。 

 

 【2】井手宣通記念ギャラリーでの展覧会開催  ア－２ 

① 井手宣通の作品を中心に収蔵作品を紹介・展示 

  ・「熊本市現代美術館所蔵作品より 被災作品 公開コンディションチェック」展 

【3】ギャラリーⅢでの展覧会開催  ア－２ 

  ① 熊本または九州ゆかりのアーティストや文化にスポットを当て、応援する展覧会 

    ・浦川大志＆名もなき実昌 二人展「終わるまで終わらないよ」（福岡出身作家） 

    ・高浜寛展（熊本出身・在住作家） 

【4】エントランス・階段ギャラリー等への作品展示  ア－３ 

①  収蔵作品の市民への公開、子どもの作品展示 

② まちづくり関連展示 

【5】次年度以降開催予定企画展の企画・準備  ア－１,２,３ 

 



 

企画事業２ 美術に関する調査及び研究に関する業務〔公２〕ア 事業内容１,２,３,４ 

 

（1）郷土の特色ある美術や文化等の調査・研究  

① 熊本及び九州に根付く芸術文化やアーティストに関する調査・研究 

② 生人形など収蔵作品に関する調査・研究 

 （2）現代美術を中心とした多彩な芸術分野の調査・研究 

 （3）美術館運営や人材育成等、文化施策に資する調査・研究 

   ① アートマネージメントに関する調査・研究 

② ミュージアムＩＰＭ等に関する調査・研究 

③ 災害時における文化施設の役割に関する調査・研究 

④ 外部審議会運営に関する調査・研究  

 （4）その他市民文化の発展に寄与する調査・研究 

   ① 市民参加型文化・芸術プロジェクトに関する調査・研究 

   ② アートを活用したまちづくりに関する調査・研究 

 （5）上記各号の調査・研究成果の発信 

   ① 調査・研究によって蓄積された学術的成果については、美術館活動（展覧会・講演・ 

論文寄稿・出版・ホームページ等）を通じて広く国内外に発信 

   

 企画事業３ 美術に関する情報の収集及び提供に関する業務 

 

（1）国内外の芸術活動に関する情報等の収集・提供〔公２〕ア 公表方法１，２，３ 

（2）地元の芸術活動に関する情報等の収集・提供〔公２〕ア 公表方法１，２，３ 

（3）地元で開催される芸術活動に関する後援等〔公３〕イ－３  

                                   

企画事業４ 美術等の普及並びに市民の創作活動等の指導及び助言に関する業務〔公３〕ア 

 

（1）展覧会に関連する教育普及及び活動の実施 

① ギャラリーツアー 

② プレママ＆ファミリーツアー 

③ 探検ツアー 

④ 鑑賞補助 

（2）芸術文化に関わる体験や創作活動の場の提供 

  ① ワークショップ等の開催 

（3）文化活動への支援・協力 

  ① 中心商店街等との連携 

・上通アートプロジェクト（「デザインあ」展関連事業：JAGDA 熊本支部との連携） 

・ストリートアートプレックスの協働開催 

  ② PTA 学級活動や子ども会活動へのプログラム支援 

 



 

（4）人材の育成 

  ① 地元ゆかりのアーティストの支援 

  ② 音楽、ダンス等の表現者の発表の機会の提供 

  ③ 美術館における実習や研修（学芸員実習等） 

（5）ボランティア活動の支援 

  ① 図書チェック、布絵本、発送、資料整理、イベント補助、ピアノ演奏等 

（6）子どもや学生等を対象とした企画 

  ① アートバス事業（市内小学校の１学級～１学年程度：年間５~６校程度 

  ② アートプログラム（熊本市内の小中学校等へアーティストを派遣） 

  ③ 1 年生ようこそカードの発行（新 1 年生全員に美術館の使い方を書いたパンフレット 

を配布。持ってくると大人一人が無料となる。） 

  ④ 子育てひろばワークショップ 

  ⑤ 美術を学ぶ中高・専門・大学生との交流 

 

企画事業５ 図録・案内書等の作成及び頒布に関する業務〔公１〕ア－１,２ 

 

（1）収蔵品等に関する案内書、解説書等の作成・頒布 

 ① 恒久展示のアートワークに、解説パネルを設置 

② 熊本出身の画家、井手宣通についての紹介冊子を頒布 

③ 井手宣通記念ギャラリーで開催するコレクション展示に際し、収蔵品と収蔵作家につ 

いて案内・解説シートを作成・頒布 

（2） 展覧会等の目録を作成 

① 展覧会毎に出品作品の一覧を作成 

（3）展覧会等の図録の作成及び頒布 

（4）年報、調査研究の報告書等の作成及び頒布〔公２ 公３〕 

  ① 美術館フリーペーパー「アートキッスレター」（年 5 回程度発行）〔公３〕イ－２ 

② 報告書「アート・ガマダス」（年 1 回作成） 他 〔公２〕ア 公表方法１ 

③ 美術館での催し物や活動の内容を、館のホームページにて発表 

 

企画事業６ 講演会、講習会、講座、研究会等に関する業務〔公１〕ウ  

 

（1）展覧会等に関する講演会等の開催 

  ① レクチャー・カレッジ 

・展覧会担当学芸員や館長が、展覧会の見どころやエピソード等について語る講演会 

講 師：担当学芸員 

      日 時：5 月 12 日（日）   他 

（2）展覧会記念講演会 

（3）アーティスト・トーク 

 



 

    ・展覧会の出品アーティスト自らが展覧会や作品について語るトークショー 

 講演者：大竹伸朗 

 日 時：4 月 13 日（土）   他 

 

企画事業７ その他、美術館の設置目的を達成するために必要な事業（自主事業） 

 １ アウトリーチ事業 

  （1）小中学校に訪問し質の高い実演芸術に触れる機会を提供 

 

 ２ その他、各種団体との連携 

  （1）市内外の美術、文学、まちづくり等の団体と多様な文化を切り口にして協力、連携体 

制をとることで市民に対して質の高いサービスを提供 

 

 

※設置目的を達成するためのモニタリングの方策 

 （1）県内外の専門家と、より良い美術館事業について審議する 

 （2）熊本市における、市民とともにある「現代美術館」の在り方を検証する 

 

※熊本市の文化施策への連携、協力のための方策 

 （1）熊本市各課と交流を密にすることで情報を共有する 

 （2）財団が持っているネットワーク・経験を活かして「人」と「街」が元気になるイベ 

ントなどを実施する 

 （3）上質な生活都市熊本の実現に近づけるため、教育・福祉・産業など様々な分野と連 

携した取組を進めることにより、市民が抱えている問題を文化的な要素で解決する 

 

 

 


